
１．概要

　熊本河川国道事務所において、１１月１日（月）に第１回熊本県の直

轄国道における成果を上げるマネジメント委員会を開催しました。

　本委員会の趣旨は、交通事故対策について、事業の透明性・効率性を

一層高め、かつ、少ない予算で最大の効果を獲得できるよう事故危険区

間を選定することにあります。

　また、事故原因に即した効果の高い対策案を検討するとともに、対策

後の効果を評価、改善（マネジメントサイクル）をしていくものであり

ます。

　第１回委員会では、直轄国道の事故危険区間リストの作成にあたり、

区間の抽出基準の考え方、地方公共団体や地域住民からの意見の取り入

れ方について確認しました。（議事概要は次頁のとおりです）

　今回、事故危険区間リストの公表に向けた「第２回 熊本県の直轄国道

における成果を上げるマネジメント委員会」を開催します。

２．開催日時

　　平成２２年１２月８日（水）　１４時００分～１６時００分

３．場所

　　国土交通省　熊本河川国道事務所　４階大会議室

４．主な議事

　・地元意見の収集結果報告

　・事故危険区間の抽出結果について

　・事故危険区間リストの公表について

５．報道取材

　　会議は、冒頭のみ撮影可。議事は非公開。

　　後日、議事概要を記者発表します。
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＜委員会メンバー＞

＜第１回委員会議事概要＞

　・区間の抽出は、死傷事故率や事故件数などのデータによる選

　　定に加え、地域の声、対策事業中箇所および過年度検討資料

　　の事故危険箇所も含み検討することを確認した。

　・地元の声（意見）の取り入れは、自治体アンケートを実施し、

　　収集することを確認した。

　・今回の意見を踏まえ、今後、抽出基準等について検討し、次

　　回の委員会（１２月８日開催）にて意見を取りまとめること

　　となった。

委員会の開催状況

委　員 事務所長 喜安　和秀

教　授 田中　聖人

委　員 准教授 橋本　淳也

　国土交通省
　熊本河川国道事務所

　熊本市都市建設局委　員

委　員 課　長 髙野　利文

土木部長 本田　啓修

　熊本県道路保全課

　熊本県警察本部
　交通規制課

委　員 課　長

役　職 氏　名

委員長

安達　博行

所　　属

　熊本高等専門学校
　建築社会デザイン工学科

　東海大学産業工学部
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＜参考＞

関連する記者発表資料は以下のとおりです。

○国土交通省本省ＨＰ

・「国土交通省所管公共事業における政策目標評価型事業評価

の導入についての基本方針（案）」の策定について
（国土交通省本省ホーム　＞　報道・広報　＞　報道発表資料　＞　2010/08/09

「国土交通省所管公共事業における政策目標評価型事業評価の導入についての基

　本方針（案）」の策定について）

http://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_000097.html

・政策目標評価型事業評価の導入に係る道路事業における取り

組みについて
（国土交通省本省ホーム　＞　報道・広報　＞　報道発表資料　＞　2010/08/09

　政策目標評価型事業評価の導入に係る道路事業における取り組みについて

http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000126.html
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